
学校法人古沢学園 広島都市学園大学

健康科学部 リハビリテーション学科（理学療法学専攻・作業療法学専攻） ３つのポリシーの相関関係

入学者受入れの方針（AP）で求める資質・能力を出発点に、教育課程編成・実施の方針（CP）に基づく学修を経て、学位授与の方針（DP）に掲げる能力の修得に至る対応関係を示す。矢印は主要な関連性のみを示す。
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DP1

人間性・教養

慈愛ある豊かな人間性と人間を
広い領域から捉える教養を身に
つけている。

DP2

専門知識・技術

理学療法・作業療法を実践する
ための専門的知識・技術を身に
つけている。

DP3

倫理観・自律

生命の尊厳や人間尊重を基本と
する高い倫理観を持ち、自律し
て行動できる思考力や判断力を
身につけている。

DP4

課題解決・創意

理学療法士・作業療法士として
課題を解決しようとする情熱と
創意を持っている。

DP5

協働・地域／国際

地域社会・国際社会の一員とし
て、専門職種と協働できる専門
知識、コミュニケーション能力
を身につけている。

CP1 教育内容

基礎分野

幅広い視点を持つ豊かな
人間性とともに、科学的
な思考力の基礎を涵養で
きる授業科目。

CP2 教育内容

専門基礎分野

理学療法学・作業療法学
の基盤となる専門的知識
・技術を学習できる科目
、専門職種と協働・連携
するための基盤となる周
辺知識を学習できる科目
。

CP3 教育内容

専門分野

基本的な考え方や態度、
効果的な理学療法・作業
療法の実践に必要な知識
と技能、先駆的な理学療
法・作業療法へ発展させ
る能力を養う科目。

CP4 教育方法

講義・演習・実習の使
い分け

3つの教育方法を使い分
け、主体的な学びと学生
‐教員間及び学生間の対
話的学びを促進するため
、アクティブ・ラーニン
グを積極的に導入する。

AP1

ボランティアの素養を持ち、他者の希望や
苦悩を理解できるようになりたい人

AP2

身体の仕組み、病気や障害の成り立ち、治
癒過程を深く学びたいと思う人

AP3

相手の言いたいことに耳を傾け、相互に意
見を交換できる能力を高めたい人

【求める人物像】

※１ 本図は本学が公表する３つのポリシー（学位授与の方針・教育課程編成の方針・入学者受入れの方針）の原文をもとに作成した。DP・CP・APの本文は原文の表現による。
※２ 本学のCP・APは【教育内容】【教育方法】【評価】等の記述形式で公表されているため、図示にあたり事務局において項目単位に整理し、CP１…／AP１…の番号を付した【整理】。DPの見出し語は事務局整理【整理】。
※３ 矢印はDP・CP・APの主要な関連性のみを示したものであり、記載のない組合せに関連がないことを意味するものではない。

科目ごとのDPとの関連は、各科目のシラバスに記載
科目関の関連は、カリキュラムツリーに記載

CP5 支援体制

担任制・チューター制

担任制、チューター制を
併用し、全般的学習と学
生生活を支援する。

CP6 評価

多元的な評価方法

教育方法の特性に合わせ
、記述試験、口頭試験、
実技試験、学習成果のル
ーブリック評価などを用
いる。
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